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近
江
愛
智
郡
志
を
諸
問
み
て

菅

野

和

太

郎

先
き
に
採
問
、
蒲
生

栗
太
の
=
一
郡
志
を
編
纂
し
て
令
名
あ

る
中
川
泉
三
氏
は
最
近
又
愛
智
郡
志
を
上
梓
し
売
。
滋
賀
懸
一

市
十
二
郡
の
内
約
三
分
の
一
に
営
-P
、
而
か
も
隠
史
上
極
め
て

第
三
+
巻

第
ニ
披

回
二
五

一五=一



雑

録

近
江
愛
智
郡
志
を
読
み
て

重
要
な
る
問
郡
の
郡
志
を
編
纂
し
た
る
同
氏
は
、
を
く
滋
賀
鯨

の
出
世
史
を
殆
ん
ど
含
蓄
せ
め
費
庫
た
る
の
視
が
あ
る
。

殊
に
最

近
の
編
纂
に
か
L
る
愛
智
郡
志
は
、
種
K

の
軸
に
於
て
重
要
な

る
意
義
を
有
す
る
と
占
は
勿
論
で
あ
る
が

就
中
先
の
蒲
生
郡

芯
と
共
に
近
江
商
人
に
閲
す
る
設
も
重
要
な
る
資
料
を
収
載
せ

る
拙
に
於
て

な
江
田
何
人
の
研
究
北
仰
が
、

必
十
共
の
机
上
に

部
を
側
へ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
程
の
重
要
性
を
宿
し
て
居
る
o

中

す
迄
も
な
く
近
枇
我
図
の
商
権
を
掌
握
し
た
る
近
江
商
人
は

中
士
・
と
し
て
蒲
生
、
一
紳
崎
、
愛
智
の
三
郡
よ
り
山
川
て
居
る
。
而
し

て
其
の
内
蒲
生
郡
志
は
既
に
数
年
前
中
川
泉
三
氏
忙
よ
り
、

神
崎
郡
志
稿
は
一
昨
年
大
橋
金
造
氏
に
よ
り
て
公
に
せ
ら
れ
し

た
め
、
最
後
の
一
っ
と
し
て
愛
智
郡
志
の
刊
行
を
今
平
遅
し
と

期
仰
せ
ら
る
こ
と
の
移
し
か
っ
た
折
し
も
あ
れ

先
に
蒲
生
郡

志
中
に
特
に
近
江
商
人
の
一
事
蹟
に
就
き
て
細
密
・
な
る
調
査
を
な

し
て

日
本
商
業
史
研
究
上
に
稗
益
し
た
る
と
と
の
少
か
ら
ざ

り
し
中
川
氏
が
、

又
々
愛
智
郡
志
を
編
纂
さ
れ
た
る
と
と
は
、

叉

第
三
十
巻

第

税

一
五
四

四
二
六

曲
学
界
の
究
め
に
誠
に
慶
賀
す
べ
き
で
あ
る
。

愛
智
郡
志
は
全
部
五
巻
二
十
=
一
篇
よ
り
成
る
大
郡
志
で
あ

る
。
今
其
の
内
容
を
窺
っ
て
み
る
に

第
一
容
に
は
主
止
し
て

政
治
上
の
同
地
還
が
記
述
さ
れ
て

郡
及
地
名

古
代
志
、
有
志

日寺
l-t 

奈
良
朝
及
千
句
研

荘
園
志

鎌
倉
及
南
北
朝
時
代
、

室
町
幕
府
時
代
の
七
篇
が
載
せ
ら
れ

第
二
巻
に
は
武
ー
家
.
時
代
・

よ
り
幕
末
迄
の
政
治
的J
剖
マ
勺
武
家
芯

JY土
桃
山
酔
代
及
び

江
戸
時
代
の
三
浦
と
、
交
通
志
の
一
篇
及
び
明
治
維
新
以
後
の

諸
相
の
努
還
に
閲
す
る
一
篇
と
が
牧
載
せ
ら
れ
、
共
の
附
録
と

し
て
足
利
末
期
よ
り
江
戸
時
代
に
至
る
迄
の
貴
重
注
る
史
料

が
百
泊
徐
収
録
さ
れ
て
居
る
。
第
三
巻
に
は
地
理
志

土
産

商
業
志

工
業
志

人
物
志

軍
事
広
、
姓
氏
表
、
天
災
地
愛

の
八
篇
載
せ
ら
れ
、
第
四
品
せ
に
は
紳
祉
士
山
及
び
文
筆
志
の
二

篇
、
第
五
巻
に
は
叫
二
十
=
一
篇
と
し
て
寺
院
士
山
が
牧
載
せ
ら
れ

て
居
る
。
市
し
て
近
江
商
人
の
こ
止
は
第
三
巻
中
陀
収
載
せ
ら

れ
た
第
十
五
篇
の
商
業
志
の
内
に
記
趨
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ



て、

そ
れ
が
た
め
に
費
さ
れ
た
頁
数
は
割
合
多
く
、

官
に
百
七

十
徐
頁
も
占
め
て
居
る
。
之
に
よ
っ
て
も
中
川
氏
が
、
近
江
商

人
の
事
績
に
多
大
の
関
心
を
有
せ
ら
れ
た
こ
ん
」
が
詐
恒
却
に
知
ら

れ
る
。今愛

智
郡
士
山
を
結
く
こ
と
に
上
っ
て

五日
h
k

は
近
江
市
一
人
の

生
成
を
明
に
知
る
ζ

と
が
出
来
る
。
ι
ド
ム
坦
百
は
昔
日
依
智
の
宇
を
問

ひ
た
の
で
め
る
が
、
依
智
は
元
来
市
内
装
で
あ
る
と
裕
せ
ら
れ

て
居
る
o

劃
ち
市
の
多
く
存
在
せ
し
た
め
、
市
(
依
智
)
の
名
が

地
名
に
迄
附
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
共
の
市
が
多

〈
存
在
せ
し
と
と
に
就
い
て
は

足
利
時
代
近
江
の
親
市
で
あ

っ
た
長
野
市
が
本
郡
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
判
る
。
而
し
て

共
の
長
野
に
は
依
智
大
領
を
祭
っ
た
中
へ
領
榊
祉
が
あ
る
。
然
る

に
愛
智
の
大
領
及
ひ
少
内
閣
佐
一
可
い
郡
内
有
力
者
は
悉
く
奏
氏
ml-

子

孫
で
あ
り
、
而
か
も
依
智
の
宇
を
共
の
姓
に
冠
し
て
、
例
へ
ば

依
智
奏
公
門
守
逮
と
措
憎
し
た
の
で
あ
る
。
向
多
く
の
一
同
化
人
が

本
郡
に
仕
居
せ
し
こ
と
は
、
寺
に
百
済
寺
、
村
に
奏
川
村
の
あ

雑

録

近
江
愛
智
郡
芯
を
積
み
て

る
こ
と
等
に
よ
っ
て
も
詮
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
か
く
の
如

〈
本
郡
に
移
住
し
た
多
数
の
蹄
化
人
に
よ
っ
て
、

恐
ら
く
市
が

創
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
叉
近
江
南
人
の
愛
鮮
地
も

首
都
に
あ
り
と
謂
ゆ
ベ
き
敗
と
中
川
氏
は
述
べ
て
居
る
。
此
の

意
見
は
吾
々
の
近
江
商
人
の
起
源
は
蹄
化
へ
に
あ
り
と
す
る
訟

を
正
し
く
菜
古
田
ず
る
も
の
で
あ
る
o

次
に
中
世
に
入
り
て
は
、
続
石
市
郡
の
名
に
背
か
や
J

先#一

に
引
い
た
近
江
の
親
市
た
る
長
野
市
が
、
変
智
大
領
依
知
奏
公

成
清
に
よ
り
て
創
め
ら
れ
た
と
の
文
献
が
日
吉
榊
枇
文
書
の
内

よ
り
挙
げ
ら
れ
て
居
る
。
此
の
日
吉
一
川
枇
文
書
に
就
い
て
は
、

三
浦
博
士
等
が
既
に
詳
細
紹
介
せ
ら
れ
て
居
る
如
く
、

中
世
帯
民

淫
し
た
座
に
関
す
る
貴
煎
資
料
を
包
識
す
る
も
の
で
あ
ワ
て

中
川
氏
が
犬
正
三
年
出
生
郡
芯
踊
佐
官
の
際
、
従
来
不
開
函
と
せ

ら
れ
た
も
の
を
、
始
め
て
公
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
日
も
品
同
共
hu

名
の
建
一
っ
て
居
r
Q

受
智
川
市
庭
及
ぴ
出
路
市

に
関
し
て
、
多
く
の
史
料
が
提
供
せ
ら
れ
、
中
世
の
市
が
如
何

第
三
十
巻

四

七

主存

続

一
五
五
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雑

鎌

迂
江
愛
智
郡
志
聖
護
み
て

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
教
へ
る
と
と
は
蓋
し
少
く
な
い
。
更

陀
吾
々
に
取
り
て
大
に
稗
紙
ナ
る
と
と
ろ
の
も
の
は
、
鹿
に
閥

ず
る
記
述
で
あ
る
。
殊
に
中
世
盛
に
活
躍
し
た
校
村
O
紙
庖
に

関
し
て
記
述
せ
ら
れ
る
虚
少
く
な
く
、
共
の
座
の
愛
生
、
業
態

及
び
他
の
座
と
の
争
事
世
帯
に
就
き
、
或
は
日
吉
神
一
砿
文
書
に
よ

担
、
或
は
又
東
山
文
由
明
文
書
並
に
前
川
慌
時
所
版
文
書
に
よ

u 

i耐
j~~ 
;'l'， 

れ
.て町

)~， 
.~l 。

j~~ 
も
吊:
〈
時3

li1: 
k 

於

る
mI 
J黙

の
特
色
は
座
で
あ
っ
て
、

日
本
商
業
史
ょ
に
於
て
座
は
桜
め
て

重
要
な
る
地
位
に
あ
る
に
も
拘
は
ら
や
、
従
来
座
に
闘
す
る
文

献
比
較
的
少
く
・
犬
に
製
凶
作
の
憾
み
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
恰
も
校
村
山
紙
座
に
闘
す
る
中
川
氏
の
研
究
に
よ
り
、
品
的
限

さ
れ
た
か
の
感
が
あ
る
o

叉
此
の
座
の
研
究
に
よ
り
て
、
近
江

商
人
の
基
礎
は
此
の
座
に
於
て
確
立
さ
れ
た
と
す
る
牧
野
信
之

助
氏
の
設
は
一
居
叫
く
裏
昔
せ
ら
れ
る
。
更
に
近
江
南
人
の
特

色
た
る
行
商
が
既
に
巾
世
に
於
て
盛
で
あ
っ
た
ζ

と
を
殺
す
る

も
の
と
し
て
、
芥
懸

ω
足
子
商
人
及
び
蕗
摩
商
人
の
乙
止
が
紹

介
さ
れ

さ第
一一
る十
0.)巻

第
二
貌

一
五
六

四

A 

最
後
に
商
業
の
劃
期
的
に
愛
展
し
た
江
戸
時
代
は
、
近
江
商

人
の
最
も
盛
大
に
活
躍
し
た
時
で
、

世
に
「
近
江
商
人
」
と
し
て

の
聾
を
高
く
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
此
の
江
戸
時
代

に
常
郡
向
身
の
近
江
南
人
は
如
何
に
活
躍
し
た
か
と
い
ふ
に

持
の
多
く
が
北
海
道
に
於
て
所
躍
し
た
と
と
は
蕊
に
特
筆
す
る

必
要
が
あ
ゐ
っ
宮
町
幕
府
時
代
北
海
道
の
衛
権
及
び
金
檎
を
本
損

せ
し
商
人
は
近
江
尚
人
で
あ
っ
て
、
北
海
道
問
委
の
第
一
の
功

持
者
で
あ
る
が
、
共
の
過
半
数
が
営
郡
よ
り
出
て
居
る
。
北
海

道
渡
航
に
よ
り
て
成
功
の
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
は
、
柳
川
町
身

の
枠
組
部
七
郎
右
衛
門
及
び
田
村
新
助
で
あ
っ
て
、
共
の
後
此
の

雨
人
の
成
功
に
倣
っ
て
、
柳
川
随
摩
よ
り
多
く
の
商
人
が
北
海

道
へ
波
航
し
、
格
に
八
幡
州
身
の
松
前
商
人
と
共
に

「
雨
演
組

商
人
」
と
し
て

北
梅
叫
に
雄
飛
す
る
と
と
に
・
な
っ
た
の
で
あ

る
o

共
の
雨
演
制
商
人
に
闘
す
る
資
料
は
皆
中
川
氏
の
手
に
よ

り
て
、
始
め
て
世
に
紹
介
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
従
来
は
北
滋
道

'52-88頁
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2∞ー292頁
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奥
に
よ
ら
ざ
れ
ば
、

北
海
道
に
於
け
る
近
江
商
人
の
活
動
を
知

り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
道
は
透
き
を
求
め
や
と
も
、
共

の
本
郷
に
か
く
の
如
き
貴
重
な
る
史
料
の
存
在
す
る
と
止
を
教

へ
ら
れ
た
る
と
と
は
、
中
川
氏
の
功
を
多
と
ぜ
ざ
る
を
得
念

ぃ
。
の
み
た
ら
や
北
海
道
史
の
誤
謬
も
中
川
氏
の
考
設
に
よ
り

て
訂
正
せ
ら
れ
て
、
史
資
を
一
居
明
白
な
ら
し
め
た
こ
と
は
、

後
人
の
研
究
を
噂
く
と
と
少
く
た
い
。
柳
川
商
人
の
荷
躍
を
忍

ぷ
ぺ
き
共
の
持
舶
の
給
馬
は
、
従
来
共
の
柳
川
の
人
と
雌
も
、

慎
値
な
し
主
し
て
願
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
中
川

民
に
よ
り
て
、
共
の
債
侃
が
認
め
ら
れ
、
殆
ん

E
村
の
貫
主
も

た
る
ぺ
き
で
あ
る
と
数
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
主
は
、
以
て
先

人
の
近
江
商
入
院
す
べ
き
哉
で
あ
る
。

近
江
商
人
が
北
海
道
に
活
躍
し
た
と
と
で

特
に
留
意
す
ベ

き
も
の
は
場
所
請
負
の
と
と
で
あ
る
。
此
の
制
度
は
北
海
道
溺

特
の
制
度
で
あ
っ
て
、
此
の
場
所
請
負
に
よ
り
て
、
近
江
商
人

は
大
規
模
経
営
の
漁
業
家
と
た
り
、
同
時
に
漁
法
の
改
良
を
た

雑

録

近
江
愛
智
郡
志
を
讃
与
て

し
て
、
犬
量
的
に
漁
獲
す
る
と
と
を
得
、
共
の
水
産
物
を
自
己

の
所
有
舶
に
よ
り
て
、
江
戸
大
阪
は
勿
論
長
崎
陀
迄
版
一
貫
し
た

の
で
あ
る
が
、
共

ω
場
所
請
負
に
閲
す
る
柴
谷
家
の
文
書
が
引

用
さ
れ
て
、
共
の
欣
況
即
ち
場
所
請
負
の
組
織
及
び
共
の
請
負

場
所
の
産
物
等
が
詳
細
に
記
述
苫
れ
て
居
る
吋
共
の
側
同
演
組

商
人
の
成
勢
を
知
る
に
足
る
べ
脅
史
料
・
と
し
て
、
松
前
{
瞬
間
h
A

ぴ
寛
文
丸
年
小
川
蝦
夷
飢
に
闘
す
あ
松
前
侯
と
の
往
復
文
書
ザ
一
司
の

皐
げ
ら
れ
て
居
る
こ
・
と
は
、
犬
に
近
江
商
人

ω
た
め
に
気
を
吐

く
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
只
裳
萄
の
感
は
あ
る
が
、
幕
末

北
海
道
に
於
け
る
=
一
大
宮
衰
の
一
人
で
る
っ
た
藤
野
問
郎
兵
衛

家
に
閲
す
る
文
書
が
引
用
さ
れ
た
か
っ
た
こ
と
は
如
何
の
都
合

で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
藤
野
坂
の
犬
慌
の
事
蹟
は
、
人

物
志
の
中
で
記
越
さ
れ
て
居
る
の
で
は
あ
る
が
1

同
家
に
現
在

所
減
せ
ら
れ
る
多
く
の
史
料
が
紹
介
さ
れ
た
た
ら
ば
、

北
海
道

に
於
け
る
近
江
商
人
の
活
躍
が
一
居
明
忙
せ
ら
れ
た
と
と
だ
ら

う
ん
」
息
ふ
。第

三
十
巻

四
ニ
丸

第
二
裁

一E
士

206買
217買
222-6頁
289百
270・3買
538-48頁

寄
書
寄
書
寄
書

問
問
問
問
問
同



華書

録

近
江
愛
智
郡
志
を
読
み
て

共
の
他
江
戸
時
代
近
江
商
人
の
主
な
る
行
商
品
目
と
な
っ
た
麻

布
の
製
造
販
費
も
悉
細
紹
介
さ
れ
て
居
丸
、
又
井
伊
直
弼
と
閥

係
の
浅
く
な
か
っ
た
豪
商
小
林
吟
右
衛
門
・
珠
玖
清
左
衛
門
、

高
田
吉
兵
衛
、
横
田
徳
右
衛
門
、
山
悶
庄
兵
衛
、
塚
本
貞
弐
此

ら等
るV')

ペ立E
きi::r:
四商
浬人
員の
械、履
のH)限

こ
主及
等てF
の新
記入
主主 の
も近
i::C 
商
人
~: 

ーて

是非
げ

近
江
商
人
研
究
の

4

拡
丸
一
斗
晶
と
主

s
¥
巴体

2
5
b
b
ぅ。

-
1
1
-
3
-
一、

t
-
r
q
E一、

ヨ
キ
/

4

d

l

v

k

i

e

円一
T

サ
ァ
ぺ
し

4
d
如
司
君
一
ぺ
L

P

i

て
、
近
江
南
人
山
鹿
史
を
凡
そ
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

愛
智
郡
志
の
内
で
、
経
済
史
家
よ
り
見
て
、
興
味
を
以
て
讃

ま
れ
る
べ
き
事
項
は
、
借
用
註
文
の
内
で
子
女
を
抵
営
と
し
て

居
る
と
と
で
あ
る
o

と
の
と
と
に
就
い
て
慶
長
十
二
年
よ
り
寛

文
二
年
に
至
る
十
九
年
同
に
於
け
る
古
券
九
通
を
中
川
氏
は
掘

出
し
て
居
る
。
共
の
古
券
に
よ
れ
ば
、
共
の
年
の
年
貢
米
に
窮

し
た
純
果
、
共
の
村
の
皇
匡
よ
り
借
米
し
、
共
の
捲
保
と
し
て

子
女
又
は
弟
を
提
供
し
、
期
限
に
返
済
の
出
来
・
泣
い
場
合
に
は

入
賞
と
し
て
召
取
れ
と
書
き
添
え
て
あ
る
。
営
時
人
身
昔
話
具
の

第
二
貌

一
五
人

第
一
一
一
十
巻

四

O 

行
は
れ
た
こ
と
を
示
す
一
史
料
で
あ
ら
う
。

幕
末
よ
り
明
治
初
年
陀
亘
っ
て
、
京
阪
一
刑
を
始
め
と
し
て
、

各
地
に
神
符
降
下
が
流
行
し
た
。
之
は
誰
の
仕
業
で
あ
っ
売
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
一
設
に
は
西
閣
の
或
大
名
が
朝
廷
の
威
力

を
人
々
に
一
取
さ
ん
が
た
め
に
し
た
と
と
で

b
る
と
稽
せ
ら
れ
て

居
る
が
、
共
の
員
僑
は
分
ら
な
い
。
兎
に
角
此
の
紳
符
の
降
下

の
あ
っ
た
家
は
、
之
宮
古
皮
と
た
し
、
出
品

κ沼
田
英
炉
一
取
り
叉
1

イ
ジ
ヤ
ナ
イ
カ
/
¥
と
連
呼
し
て
、
町
中
を
歩
き
廻
っ
た
。

の
と
と
は
唆
々
た
る
問
題
で
あ
る
と
は
云
へ
、
維
新
史
研
究
上

興
味
あ
る
事
項
で
あ
る
が
、
共
の
神
符
降
下
の
欣
況
が
愛
智
郡

志
に
詳
細
紹
介
さ
れ
て
る
と
と
は
、
】
私
の
秘
に
喜
び
と
す
る
と

と
ろ
で
あ
る
。

以
上
は
大
関
経
済
史
の
立
場
よ
り
愛
智
郡
志
を
紹
介
し
た
の

で
あ
る
が
、
向
他
の
立
場
よ
り
も
推
賞
紹
介
さ
る
べ
き
黙
は
多

k

あ
る
と
忠
ふ
が
、
私
の
専
門
外
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
専
門

に
任
す
こ
主
に
し
て
摘
筆
し
よ
う
。

と

292-3.C?4頁
549~66頁
50i:-16頁
396-408o{ 
427~ 30頁
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16) 


